
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あらためて平和について考えよう！ 

２０２５年７月８日                  全国一般神奈川                    第３０２（１） 

全国一般労働組合全国協議会神奈川 

発 行 者
 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

横浜市中区翁町 1-5-14 

新見翁ビル４Ｆ 

TEL. FAX. 

 045-319-4391 

●
７
月
９
日 

１
０
時 

穂
積
法
律
事
務
所 

ビ
ス
テ
オ
ン
法
対 

●
７
月
９
日 

１
７
時
３
０
分 

新
杉
田
駅 

最
賃
情
宣
行
動 

●
７
月
９
日 

２
０
時 

事
務
所
・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ 

神
奈
川
合
同
支
部
会
議 

 

●
７
月
１
０
日 

１
９
時 

事
務
所 

県
共
闘
幹
事
会 

 

●
７
月
１
１
日 

８
時
３
０
分 

桜
木
町 

Ｆ
Ｆ
１
５
０
０
行
動 

●
７
月
１
１
日 

１
１
時 

合
同
庁
舎 

最
賃
意
見
書
提
出 

●
７
月
１
１
日 

１
６
時 

県
民
セ
ン
タ
ー
６
０
４ 

が
く
ろ
う
神
奈
川
定
期
大
会 

 

●
７
月
１
３
日 

１
０
時 

事
務
所 

機
関
紙
発
送
作
業 

 

●
７
月
１
６
日 

１
８
時
３
０
分 

砂
子
局 

郵
便
京
町
郵
便
局
団
体
交
渉 

 

●
７
月
１
７
日 

１
０
時 

横
浜
地
裁 

Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
М
Ａ
解
雇
撤
回
裁
判
証
人
尋
問 

 

●
７
月
１
９
日 

１
３
時 

百
合
丘 

ら
ぽ
お
る
の
樹
会
議 

 

●
７
月
２
０
日 

１
４
時 

寿
公
園 

寿
労
働
相
談 

 

●
７
月
２
１
日 

１
９
時 

事
務
所 

第
１
０
回
担
当
者
会
議 

 

●
７
月
２
３
日 

１
７
時
３
０
分 

横
浜
西
口 

Ｊ
Ａ
Ｌ
横
浜
西
口
情
宣
行
動 

 

●
７
月
２
４
日 

１
９
時 

事
務
所 

県
共
闘
事
務
局
会
議 

 

●
７
月
２
６
日 

１
５
時 

事
務
所 

郵
便
サ
ポ
ー
ト
会
議 

 

●
７
月
２
７
日 

１
４
時 

事
務
所 

第
１
０
回
支
部
代
表
者
会
議 

 

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
ガ
ザ

市
民
へ
の
弾
圧
、
イ
ラ
ン
と
イ
ス

ラ
エ
ル
の
戦
闘
、
ア
メ
リ
カ
に
よ

る
イ
ラ
ン
へ
の
攻
撃
な
ど
、
国
際

情
勢
は
対
話
・
外
交
に
よ
る
紛
争

解
決
と
は
正
反
対
の
力
づ
く
に

よ
る
支
配
が
ま
か
り
通
る
状
況

に
な
っ
て
い
る
。
国
内
に
目
を
向

け
れ
ば
、
今
年
は
沖
縄
戦
後
８
０

年
の
節
目
の
年
と
な
る
な
か
、
自

民
党
国
会
議
員
に
よ
る
ひ
め
ゆ

り
の
塔
を
め
ぐ
る
歴
史
を
歪
曲

し
た
主
張
は
、
成
人
男
子
の
４
人

に
１
人
が
亡
く
な
っ
た
沖
縄
の

悲
劇
を
冒
涜
し
、
太
平
洋
戦
争
を

招
い
た
当
時
の
日
本
の
美
化
に

他
な
ら
な
い
。
ま
た
２
０
日
投
開

票
の
参
議
院
選
で
は
ト
ラ
ン
プ

政
権
の
「
ア
メ
リ
カ
フ
ァ
ー
ス

ト
」
な
ら
ぬ
「
日
本
人
フ
ァ
ー
ス

ト
」
と
い
う
、
日
本
で
働
き
、
生

活
を
営
む
外
国
人
の
人
権
を
軽

視
、
敵
視
す
る
か
の
よ
う
な
排
他

的
言
動
さ
え
出
て
き
て
い
る
。 

ま
た
、
日
本
の
在
日
米
軍
基
地

の
７
０
％
が
集
中
し
て
い
る
沖

縄
を
、
ま
る
で
他
人
事
と
し
て
と

ら
え
、
他
国
間
の
紛
争
を
対
岸
の

火
事
と
し
か
考
え
ず
に
、
核
の
抑

止
力
や
軍
事
力
の
増
強
で
国
を

守
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
妄

想
に
疑
問
を
持
た
な
く
な
っ
て

い
る
風
潮
が
あ
る
。
そ
の
先
に
あ

る
の
は
際
限
の
な
い
軍
拡
競
争

と
疲
弊
す
る
国
民
生
活
に
他
な

ら
な
い
。 

当
た
り
前
の
こ
と
だ
が
、
私
た

ち
労
働
組
合
の
権
利
と
生
活
を

守
る
た
め
の
闘
い
は
戦
争
の
な

い
社
会
、
命
が
簡
単
に
奪
わ
れ
る

こ
と
の
な
い
社
会
で
あ
る
こ
と

が
前
提
と
な
る
。
そ
の
よ
う
な
社

会
は
個
別
の
労
使
交
渉
に
よ
っ

て
実
現
で
き
る
次
元
で
は
な
い
。

だ
か
ら
こ
そ
核
廃
絶
を
求
め
続

け
、
辺
野
古
基
地
建
設
や
防
衛
費

増
額
Ｎ
Ｏ
！
の
姿
勢
で
政
治
へ

の
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
っ
た
ん

戦
火
と
な
れ
ば
真
っ
先
に
犠
牲

に
な
る
の
が
子
供
や
女
性
、
一
般

市
民
で
あ
る
こ
と
は
歴
史
が
証

明
し
て
い
る
。 

労
働
組
合
の
組
織
率
の
低
下

に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
背
景

の
一
つ
と
し
て
、
個
々
の
労
働
者

の
孤
立
化
、
分
断
化
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
と
安
倍
政

権
以
降
顕
著
に
な
っ
て
い
る
、
戦

争
が
で
き
る
国
づ
く
り
、
台
湾
有

事
な
ど
を
口
実
に
し
た
軍
事
大

国
化
の
進
行
は
無
関
係
で
は
な

い
だ
ろ
う
。
労
働
者
間
の
分
断
は

世
代
間
の
分
断
や
地
域
社
会
で

の
協
同
意
識
の
希
薄
化
を
生
み

出
し
、
そ
の
は
け
口
と
し
て
閉
鎖

的
な
自
国
優
先
政
策
が
蔓
延
し

て
い
く
。 

一
方
で
平
和
を
守
る
運
動
は

単
純
な
護
憲
、
軍
事
増
強
反
対
だ

け
に
収
束
す
る
も
の
で
は
な
い

こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
大

都
市
の
電
力
需
要
集
中
と
そ
れ

を
維
持
す
る
た
め
の
地
方
へ
の

原
発
の
押
し
付
け
、
介
護
や
福
祉

の
現
場
で
働
く
人
の
労
働
条
件

改
善
へ
の
無
関
心
等
、
ま
ず
は
足

元
の
日
々
の
地
域
生
活
に
目
を

向
け
て
、
労
働
者
が
連
帯
し
て
社

会
的
発
言
力
を
高
め
る
こ
と
の

価
値
を
信
じ
て
前
進
し
て
い
こ

う
。 

 
全
国
一
般
神
奈
川
執
行
委
員
会 

なぜ私たち労働組合が 
反戦平和運動に取り組むのか 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２５年７月８日                   全国一般神奈川                    第３０２号（２） 

２
０
２
４
年
地
域
別
最
低
賃

金
改
定
で
は
全
国
加
重
平
均
１

０
５
５
円
（
前
年
比
５
１
円
・

５
・
１
％
増
）
、
神
奈
川
県
で

は
１
１
６
２
円
（
前
年
比
５
０

円
・
４
・
４
９
％
増
）
と
い
ず

れ
も
過
去
最
大
と
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
の
程
度
の
時

給
引
上
げ
で
は
米
を
は
じ
め
と

し
た
物
価
高
騰
に
全
く
追
い
つ

い
て
お
ら
ず
、
人
間
ら
し
い
生

活
は
更
に
遠
ざ
か
る
状
況
が
続

いて
いま
す。 

派
遣
・
有
期
雇
用
労
働
者
を

と
り
ま
く
状
況
は
益
々
厳
し
く

な
り
、
最
低
賃
金
で
働
く
労
働

者
は
、
か
つ
て
の
よ
う
に
家
計

補
助
の
主
婦
パ
ー
ト
や
学
生
ア

ル
バ
イ
ト
だ
け
で
は
な
く
、
最

賃
で
働
く
労
働
者
が
家
族
の
生

活
・
家
計
を
担
う
主
体
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
う
し
た

家
庭
で
育
つ
子
供
た
ち
は
家
事

労
働
に
忙
殺
さ
れ
、
や
っ
と
進

学
出
来
て
も
、
そ
の
先
に
は
、

奨
学
金
返
済
の
ロ
ー
ン
地
獄
が

待
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

将
来
の
結
婚
や
出
産
も
お
の
ず

と
敬
遠
さ
れ
が
ち
に
な
っ
て
お

り
、
「
少
子
高
齢
化
の
問
題
」

は
最
低
賃
金
と
決
し
て
無
縁
で

はあ
りま
せん
。 

最
低
賃
金
近
傍
で
働
く
労
働

者
が
急
増
す
る
な
か
で
、
最
賃

問
題
は
、
高
齢
者
、
女
性
労
働

者
、
外
国
人
労
働
者
等
を
含
む

全
労
働
者
の
４
割
を
超
え
る
労

働
者
の
賃
金
に
直
結
す
る
問
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。
静
岡
大
学

の
中
澤
隼
教
授
の
マ
ー
ケ
ッ
ト

バ
ス
ケ
ッ
ト
方
式
に
よ
る
調
査

に
よ
れ
ば
、
健
康
で
文
化
的
な

最
低
限
度
の
生
活
水
準
と
し
て

想
定
し
た
生
活
を
送
る
に
は
、

時
給
に
し
て
１
５
０
０
円
以
上

が
必
要
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

改
め
て
、
「
労
働
者
の
生
活
の

安
定
、
労
働
力
の
質
的
向
上
」

最
賃
ア
ッ
プ
に
向
け
た
闘
い
を
共
に
進
め
よ
う
！ 

を
保
障
す
る
生
計
費
と
し
て
の

最
低
賃
金
ア
ッ
プ
を
求
め
、
闘

い
を
共
に
進
め
て
い
き
ま
し
ょ

う！ 

（
書記
局） 

 【今
後の
最賃
取り
組み
】 

■
新
杉
田
駅
情
宣
行
動 

７月
９日 

１７時
３０
分 

■
Ｆ
Ｆ
１
５
０
０
行
動 

７月
１１日 

８時
３０
分 

桜木
町駅
前情
宣行
動 

合同
庁舎 

１
１時  

意見
書な
らび
に署
名提
出 

   

梅
雨
が
明
け
た
６
月
２
３

日
か
ら
２
６
日
ま
で
の
４
日

間
で
、
自
転
車
で
反
戦
平
和
、

脱
原
発
、
環
境
問
題
を
訴
え

る
活
動
を
し
て
い
る
沖
縄
ピ

ー
ス
サ
イ
ク
ル
に
参
加
し

た
。 沖

縄
は
、
６
月
２
３
日
、

第
二
次
世
界
大
戦
末
期
の
沖

縄
戦
の
犠
牲
者
ら
を
悼
む

「
慰
霊
の
日
」
を
迎
え
、
沖

縄
戦
最
後
の
激
戦
地
の
ひ
と

つ
、
糸
満
市
米
須
（
こ
め
す
）

に
立
つ
「
魂
魄
（
こ
ん
ぱ
く
）

の
塔
」
で
開
催
さ
れ
た
、
国

際
反
戦
沖
縄
集
会
に
参
加
し

た
。
４
２
回
を
迎
え
る
こ
の

集
会
で
は
、（
１
）
新
基
地
建

設
に
反
対
す
る
辺
野
古
、
ゲ

ー
ト
・
海
の
闘
い
の
報
告

（
２
）
大
浦
湾
埋
め
立
て
土

砂
搬
出
港
で
の
牛
歩
の
闘
い

報
告
（
３
）
韓
国
戒
厳
令
下

の
韓
国
市
民
の
闘
い
の
報
告

（
４
）
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
な

ど
の
報
告
と
演
奏
が
あ
り
、

最
後
に
参
加
者
全
員
で
、
作

詞
作
曲
海
勢
頭
豊
「
月
桃
」

を
合
唱
し
、
炎
天
下
で
の
約

２
時
間
の
集
会
は
終
え
た
。 

自
転
車
で
宿
泊
地
の
那
覇

ま
で
の
帰
り
、
午
前
中
に
立

ち
寄
っ
た
南
部
戦
跡
避
難
壕

の
慰
霊
碑
に
刻
ま
れ
た
言

葉
や
集
会
で
の
壇
上
か
ら

の
発
言
を
振
り
返
り
、
黙

っ
て
い
て
は
平
和
な
世
界

は
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
う
。

平
和
は
多
く
の
人
の
行
動

の
中
か
ら
作
り
出
さ
れ
て

い
る
と
い
う
思
い
を
強
く

し
た
。 

 

今
ピ
ー
ス
で
は
、
５
か

所
の
遺
跡
と
嘉
手
納
基
地

を
自
転
車
で
巡
り
、
辺
野

古
ゲ
ー
ト
で
の
座
り
込

み
、
安
和
・
塩
川
港
で
の

土
砂
搬
出
ス
ト
ッ
プ
牛
歩

平
和
の
声
を
絶
や
さ
な
い
！ 

身
近
な
活
動
か
ら
始
め
よ
う 

 

戦
に
約
１
時
間
参
加
す
る

な
ど
闘
い
に
わ
ず
か
だ
が

参
加
す
る
こ
と
が
出
来
き

た
こ
と
は
新
し
い
体
験
だ

っ
た
。 

一
方
、
平
和
の
灯
を
絶

や
さ
な
い
た
め
に
は
、
沖

縄
戦
の
体
験
者
は
年
々
減

少
し
、
高
齢
化
と
と
も
に

証
言
収
集
も
困
難
な
状
況

で
戦
争
の
悲
惨
さ
を
伝
え

続
け
る
こ
と
も
課
題
の
一

つ
と
な
っ
て
い
る
。
ま
ず

は
学
び
と
体
験
、
身
近
な

活
動
を
共
に
始
め
よ
う
。 

 
 
 
 
 

（
佐
藤
） 国際反戦沖縄集会の様子「月桃」を合唱する 

平
賀
前
全
国
一
般
全
国
協
中
央
執
行

委
員
長
を
偲
ぶ
会
開
か
れ
る
！ 

６
月
７
日
、
平
賀
前
全

国
一
般
全
国
協
中
央
執

行
委
員
長
を
偲
ぶ
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。
昨
年
７

月
１
１
日
に
急
逝
さ
れ

本
当
に
残
念
で
な
り
ま

せ
ん
。
平
賀
前
委
員
長
は

全
国
一
般
神
奈
川
の
闘

い
や
大
会
等
お
忙
し
い

中
必
ず
駆
け
つ
け
て
下

さ
い
ま
し
た
。
偲
ぶ
会
で

は
全
国
一
般
・
全
国
協
は

じ
め
全
国
か
ら
参
加
し

た
多
く
の
方
々
か
ら
、
い

つ
も
運
動
の
先
頭
で
闘

う
平
賀
前
全
国
協
委
員

長
の
人
と
な
り
が
語
ら

れ
ま
し
た
。
平
賀
前
全
国

協
委
員
長
の
思
い
を
引

き
継
ぎ
中
小
労
働
運
動

の
前
進
へ
共
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。
（
河
野
） 

 

2023 年 9 月 全国一般神奈川定期大会 


